
実施
報告

後
期
成
人
講
座
第
2
弾
開
催

　
飯
山
市
公
民
館
で
は
、
後
期

成
人
講
座
第
2
弾
と
し
て
「
知

っ
て
お
き
た
い　

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

講
座
」、「
い
い
や
ま
地
酒
講
座

〜
い
い
や
ま
の
酒
を
学
び
、
味

わ
う
〜
」
の
2
講
座
を
開
講
し

ま
し
た
。

　
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
講
座
で
は
、
投

資
と
は
何
か
、
そ
の
原
則
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
資
産
形
成
の
基

礎
的
な
知
識
を
身
に
付
け
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
令
和
6
年
か

ら
開
始
し
た
新
し
い
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

制
度
に
つ
い
て
も
、
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
酒
講
座
で
は
、
酒
造
り
で

の
水
や
お
米
の
大
切
さ
や
、
飯

山
な
ら
で
は
の
お
酒
に
か
け
る

熱
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
飲
の
時
間
に
は
、
お
酒
ご

と
の
風
味
の
違
い
を
体
感
し
ま

し
た
。
講
師
が
お
す
す
め
す
る

ペ
ア
リ
ン
グ
を
体
験
す
る
時
間

も
あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

お
互
い
に
感
想
を
話
し
合
い
な

が
ら
飯
山
の
地
酒
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
学
ぶ

資産形成の基礎から学びました（新NISA講座）酒造りへの思いを聞きました（地酒講座）

　

飯
山
市
公
民
館
地
区
公
民

館
長
・
主
事
合
同
会
議
が
１
月

19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

議
で
は
令
和
6
年
度
飯
山
市

公
民
館
事
業
の
基
本
方
針
と
な

る
「
飯
山
市
公
民
館
の
運
営
に

つ
い
て
（
案
）」
お
よ
び
事
業
計

画
（
案
）
を
、
各
地
区
公
民
館

長
、
公
民
館
主
事
が
確
認
し
ま

し
た
。

　

令
和
6
年
度
の
公
民
館
活

動
は
、「
多
く
の
人
が
参
加
し

て
楽
し
い
公
民
館
活
動
」、「
参

加
者
同
士
が
学
び
な
が
ら
つ
な

が
り
合
い
、
さ
ら
に
地
域
住
民

が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
け
る

よ
う
支
援
す
る
公
民
館
活
動
」

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

の
方
針
を
も
と
に
、
地
域
の
実

態
を
踏
ま
え
な
が
ら
各
地
域
の

公
民
館
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

村
松
直
昭
飯
山
市
公
民
館

長
は
「
公
民
館
活
動
を
す
る

こ
と
で
人
が
集
ま
り
、
学
び
が

あ
り
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き

が
生
ま
れ
る
。
今
後
の
社
会
に

貢
献
す
る
人
材
育
成
を
行
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
会

議
の
中
で
は
公
民
館
活
動
に
つ

い
て
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
方
針
は
、
今
後
飯

山
市
公
民
館
運
営
審
議
会
の

審
議
を
経
て
、
施
行
と
な
る
予

定
で
す
。

地
域
住
民
が
主
人
公
と
な
る
活
動
を

新
体
制
へ
移
行

　

本
年
１
月
１
日
付
で
飯
山

市
公
民
館
地
区
館
長
会
が
新

た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
再
任
・
新
任
の
公
民
館
長
へ

辞
令
の
交
付
が
行
わ
れ
、
退
任

さ
れ
る
公
民
館
長
へ
は
、
松
木

英
文
教
育
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
再
任
地
区
公
民
館
長
】

木
島
公
民
館
長　
小
出
清
美

【
新
任
地
区
公
民
館
長
】

秋
津
公
民
館
長　
山
﨑
貴
久

常
盤
公
民
館
長　
沼
田
正
喜

【
退
任
地
区
公
民
館
長
】

秋
津
公
民
館
長
・
飯
山
市
公
民

館
地
区
館
長
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　

  

関
谷
竹
志

常
盤
公
民
館
長　
佐
藤
紀
男

実施
報告

地
区
公
民
館
長
・
主
事

辞令交付を受ける小出館長

飯
山
城
下
町
を
歩
く

飯
山
城
下
町
を
歩
く

シリーズ

参加者
募集

合
同
会
議
開
催

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
学
ぶ

◆日　　時　３月7日（木）　9:00～ 18:00（予定）
◆集合時間・場所　午前 9時・飯山市公民館
◆行　　程　飯山市公民館～途中サービスエリアで休憩・昼食～
　　　　　　満蒙開拓平和記念館（見学・学習講話・ＤＶＤ鑑賞）～
　　　　　　飯山市公民館（バスで移動します）
◆参 加  料　無料
◆対　　象　飯山市内にお住まいの方
◆定　　員　20名（申込多数の場合、参加不可の方のみ後日連絡します）
◆申込方法　右ＱＲコード、もしくは飯山市公民館へ電話でお申込み
　　　　　　ください
◆申込期間　２月 19日（月）～ 29日（木）
※昼食は各自サービスエリア内の食堂や売店等をご利用ください。

飯山雪国大学　市民平和学習事業

満蒙開拓平和記念館見学会参加者募集
　飯山市公民館　℡62-3342問

飯山雪国大学では、平和学習推進のため、満蒙開拓記念館の見学会を開催します。

　
弘
化
4
年
（
1
8
4
7
）
3

月
24
日
夜
10
時
、
善
光
寺
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
長
野
市

浅
川
清
水
付
近
を
震
源
地
と

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7・4

と
推
定
さ
れ
る
大
地
震
で
、
被

害
地
域
は
長
野
市
、
飯
山
市
な

ど
北
信
地
域
を
中
心
に
東
信
、

中
信
地
域
に
も
及
ん
だ
と
さ
れ

ま
す
。
飯
山
市
域
で
の
死
者
数

は
お
よ
そ
8
0
0
人
、
倒
壊
・

焼
失
し
た
家
屋
は
1
8
0
0

軒
余
り
に
の
ぼ
る
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

飯
山
藩
は
飯
山
城
大
手
門

前
で
施
粥
（
せ
が
ゆ
）
を
し
た

り
、
食
糧
確
保
と
物
価
安
定
の

た
め
穀
留
め
な
ど
の
救
済
策
を

と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
倒
壊
家

屋
の
復
旧
に
向
け
て
木
材
や
縄

な
ど
の
移
出
禁
止
令
を
出
し
て

資
材
の
確
保
や
人
手
の
確
保
に

努
め
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
が
行
わ
れ
る
な
か
復
興
へ
の

道
の
り
は
長
い
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
地
震
の
歴
史
を
伝
え
る

多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
内
各
所
に
建
立
さ

れ
た
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
馬
を

供
養
す
る
た
め
の
石
造
物
は
災

害
の
大
き
さ
を
伝
え
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
復
興
に
関
す
る
資
料

と
し
て
、
小
菅
神
社
に
奉
納
さ

れ
た
額
絵
が
あ
り
ま
す
。
大
打

撃
を
受
け
た
飯
山
城
下
の
家
屋

等
の
修
復
に
必
要
な
資
材
不

足
に
困
窮
し
て
い
た
飯
山
藩
に

対
し
、
小
菅
山
別
当
の
英
真
法

印
（
ほ
う
い
ん
）
か
ら
城
下
再

建
の
た
め
、
数
百
本
の
杉
が
献

上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
御
礼
に

藩
士
た
ち
が
奉
納
し
た
も
の
で

す
。
災
害
時
の
共
助
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
資
料
の
一
つ

で
す
。

小菅神社奉納額絵「花鳥之図」（市指定文化財）

実施
報告

開催しました！

ふるさと館たいけん工房「まゆ玉作り」
　「今年も実り豊かな良い年になりますように」。1月 6日に開催されたま
ゆ玉作り。
　20 名の参加者の皆さんは、さまざまに願いを込めながら、色鮮やかな
まゆ玉飾りを作りました。秋のうちに刈り取っておいたミズキの枝が重さ
でしなるほど、た～くさんのまゆ玉と笑顔の花が咲きました。

こちらのＱＲコードから
お申込みいただけます

ハートやお花型のまゆ玉も飾りました

満蒙開拓平和記念館（長野県下伊那郡阿智村）

仲
間
た
ち
と
楽
し
く
学
ぶ
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生
涯
学
習
だ
よ
り

０
２
６
９-

６
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３
３
４
２
（
飯
山
市
公
民
館
）

０
２
６
９-

６
２-

５
９
４
０
（
代
表
）
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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします



　飯山市美術館では、美術館所蔵のぐい呑みを「今月のぐ
い呑み」として、受付カウンター前のガラスケース内に 6
～ 8点程展示しています。
　今月は、永楽保全（えいらくほぜん・京焼）、山岡善昇（や
まおかぜんしょう・京焼）、横石臥牛（よこいしがぎゅう・
現川焼）等の作家の作品で、新年のおめでたい雰囲気の作
品を選定し、展示しています。

お知
らせ ぐい呑みコレクションを展示しています
　飯山市美術館 　℡ 62-1501 　月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）　問

飯山市美術館

身近な野生動物のお知
らせ

　飯山市ふるさと館　 ℡ 67-2030　月曜休館 問

写真を集めています！

　ふるさと館ではこの春、企画展「里山に暮らす動物たち」
（4/27 ～ 6/16）の開催を予定しています。企画展では、
里山に暮らす動物たちの姿から、北信濃の自然的な特徴や
動物たちとの関わりの歴史を紹介したいと思います。そこ
で企画展にあわせ、皆さまからの情報を募集します。
○飯山市周辺で撮影された野生の動物の写真または動画
○いつ、どれくらいの頻度で目撃したか等の情報
○これまであまり見られることの少なかった野生動物の
　写真など

　庭にひょっこり現れ
たキツネやタヌキ、山
で見られたカモシカな
どの写真や、それにま
つわるエピソード等、
スマホ写真などの小さ
なものでも構いません。
ぜひ、ふるさと館まで
お寄せください。

市内に生息するフクロウ

お知
らせ

ふるさと館 活用術！！
～昔の道具の体験ができます～

　飯山市ふるさと館　 ℡ 67-2030　月曜休館 問

　ふるさと館には、市民の皆さまからご寄贈いただい
た、たくさんの昔の道具があり、ご来館の皆さまが手に
取ってみたり、動かしたりできるものもあります。
　また、昔の黒電話を使って話をしたり、石臼できなこ
を挽いたり、洗濯板での洗濯体験など、昔の暮らしの体
験も行っています。テレビでしか見たことがないような
昔の暮らしを、館内で楽しく、肌で感じていただくこと
ができます。学校や地区公民館の活動など、いろいろな
場面でぜひご活用ください。
※体験内容により材料費のかかるものもあります。詳
　しくは、ふるさと館までお問い合わせください。

飯山市ふるさ
と館へのメー
ルでのお問い
合わせはこち
らへ→

春休み体験教室のお知らせ

　飯山市公民館では、市内の小中学生を対象に、体験
を通じて学び、成長していく機会として、「春休み体
験教室」を開催します。工作やスポーツ、料理などさ
まざまな教室が開催されます。春休みの間、いろいろ
な学びを体験してみませんか？
　詳しくは学校から配布されるチラシをご覧くださ
い。

　飯山市公民館　℡62-3342問

※講座の内容やお申込み方法は、
　こちらのQRコードからも
　ご確認いただけます。

春休みに学ぼう！お知
らせ

申 込 期 間　2 月 22 日（木）～３月 4日（月）

飯山市公民館を利用してみませんか

　公民館が行う事業の柱の一つに社会教育関係団体（※）としての、グループ・サークルの育成・支援があります。
支援の一環として、公民館利用団体の登録を受けた団体は、使用料が減免されます。
　現在、歌、絵画、囲碁、ダンスなどの団体が活動されています。いろいろな方との交流、仲間づくりをしてみませんか？
　利用団体の登録申請は通年で受け付けています。お気軽にお問い合わせください。

会議や打合せに利用できます

※「社会教育関係団体」とは？
　社会教育関係団体として認定する団体は、おおむね次に掲
げる団体で、市民が中心となり社会教育に関する事業・社会
貢献活動を行うものです。

参加者
募集

ピアノ・譜面台も使えます

市公民館利用団体の申請受付中
　飯山市公民館　℡62-3342問

◆青少年教育に関する団体 
◆成人教育に関する団体
◆体育、スポーツまたはレクリエーションに関する団体
◆芸能、文化、趣味に関する団体
◆その他主として広く市民の参加を受け入れる団体

　飯山の歴史や自然、文化財を一緒に学びませんか？ふる
さと飯山に興味ある方ならどなたでもご入会いただけます。
※ふるさと館友の会とは
　ふるさと飯山の自然・歴史・文化を学ぶことを目的とし、
市内文化財などの見学・講座・文化施設の視察などさまざ
まな活動を行っており、現在およそ 110 名の方が会員と
なっています。

正受庵での学習会

◆年  会 費　2,000 円（家族会員は 3,000 円）
◆会員特典　ふるさと館入館料が年間無料
　　　　　　会誌「奥信濃文化」（年２回発行）を配布
　　　　　　友の会だよりにて、随時ふるさと館情報を
　　　　　　お知らせ

ふるさと館友の会会員募集中！

　飯山市ふるさと館　 ℡ 67-2030　月曜休館 問

昨年の工作教室の様子
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参加者
募集



太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

◇
何
で
も
や
っ
て

　
　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か
！

　
恒
例
の
「
何
で
も
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
！
」。
今
回
は
よ
り

多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ

こ
う
と
種
目
を
増
や
し
ま
し

た
。
禁
酒
禁
煙
で
楽
し
む
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
加
え
、将
棋
、

そ
し
て
楽
し
む
子
ど
も
が
減
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
ト
ラ
ン
プ

ゲ
ー
ム
の
体
験
会
で
す
。

　
３
月
10
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
4
時

　
飯
山
市
公
民
館

■
種
目　
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

　
大
会
」「
将
棋
交
流
会
」

　
「
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
体
験
会
」

■
定
員　
各
20
人

■
受
付
開
始　
２
月
20
日
㈫

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜

■
申
込
先　
飯
山
公
民
館

※
詳
細
は
、
各
字
町
の
公
民
館

　
か
ら
回
覧
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
第
40
回
木
島
ク
ロ
ス

　
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

1
月
28
日
東
栄
団
地
北
側

特
設
コ
ー
ス
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

木
島
小
学
校
、
飯
山
養
護

学
校
及
び
一
般
か
ら
の
出
場
選

手
30
名
に
よ
り
、
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
力
い

っ
ぱ
い
滑
る
選
手
へ
、
保
護
者

や
役
員
が
、
大
き
な
声
で
応
援

し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

◇
今
後
の
催
し
の
お
知
ら
せ

　
１
月
30
日
に
開
催
し
た
集
落

館
長
会
議
の
結
果
、
2
月
25

日
㈰
に
計
画
し
て
い
る
『
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
で
歩
こ
う
雪
の
柏
尾

峰
』
は
、
雪
の
状
況
を
見
な
がそれぞれの目標をしたためました

岡
山
公
民
館

℡
６
9- 

2
0
1
0

時場時場

富
倉
公
民
館

℡
６
7- 

2
1
3
6

ら
、
計
画
通
り
に
実
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
3
日
㈰
に
は
「
第
72
回

楽
し
い
集
い
」
と
し
て
、
瑞
穂

公
民
館
を
会
場
と
し
た『
囲
碁・

将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
大
会
』、

東
小
体
育
館
を
会
場
と
し
た

『
ピ
ン
ポ
ン
大
会
』
を
あ
わ
せ

て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
５
年
前
の
前
回
優
勝
チ
ー

ム
が
持
ち
帰
っ
た
優
勝
カ
ッ
プ

の
確
認
を
館
長
さ
ん
方
に
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
久
々
の
イ
ベ

ン
ト
に
向
け
、
集
落
館
の
各
部

員
と
打
合
せ
会
議
を
行
い
、
大

会
の
成
功
に
向
け
て
動
き
出
し

ま
し
た
。

◇
第
39
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
食
材
を
求

め
て
柳
原
地
区
を
回
る
「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
」
を
５
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま

す
。
柳
原
地
区
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
3
月
3
日
㈰　

　
午
前
9
時
30
分
〜
受
付

　
柳
原
公
民
館

■
申
込
先
　
各
集
落

　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
長

さまざまな願いを込めました

【
移
住
場
所
を
探
す
】

　
2
0
1
9
年
ま
で
、
ド
イ
ツ

は
ベ
ル
リ
ン
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
大
き
な
街
で
の
暮
ら
し

は
便
利
で
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、

ス
ト
レ
ス
も
多
く
、
も
っ
と
自

然
豊
か
な
居
心
地
の
良
い
環
境

で
生
活
そ
の
も
の
を
楽
し
み
た

い
、
自
分
た
ち
の
し
た
い
仕
事

や
趣
味
に
没
頭
し
た
い
と
、
移

住
場
所
を
探
し
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
で
は
隣
の
部
屋
に

住
む
人
と
す
ら
交
流
が
な
か
っ

た
の
で
、
ご
近
所
の
人
た
ち
と

自
然
に
関
わ
っ
て
い
け
る
よ
う

な
、
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

暮
ら
し
た
い
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
た
。

【
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
す
】

　

新
し
く
住
む
場
所
に
つ
い

て
真
剣
に
考
え
始
め
た
の
は

2
0
1
5
年
ご
ろ
な
の
で
、
も

う
9
年
近
く
も
考
え
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
ご
縁
と
運
が
あ
り
、
3
年

間
曽
根
で
賃
貸
生
活
を
し
な
が

ら
、
や
っ
と
こ
う
し
て
終
の
住

処
を
見
つ
け
、
落
ち
着
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
温
井
の
集
落

の
人
た
ち
に
温
か
く
迎
え
て
も

ら
っ
て
、
慣
れ
な
い
こ
と
だ
ら

け
の
日
々
の
ド
タ
バ
タ
を
、
家

族
3
人
で
楽
し
み
な
が
ら
過

ご
し
て
い
ま
す
。
曽
根
で
も
そ

う
で
し
た
が
、
こ
の
豪
雪
地
帯

で
長
年
暮
ら
し
て
き
た
ご
近

所
さ
ん
た
ち
は
、
雪
へ
の
対
策

や
暮
ら
し
の
知
恵
を
教
え
て
く

れ
、
い
つ
も
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
ま
す
。

　
夫
は
や
っ
と
広
々
と
使
え
る

家
具
作
り
の
工
房
を
手
に
入

れ
、
う
れ
し
そ
う
で
す
。
そ
し

や
っ
と
見
つ
け
た
ホ
ー
ム岡

山
地
区　
か
お
り
カ
ン
プ
レ
ー
ゼ

て
何
よ
り
、
美
し
い
こ
こ
の
景

色
が
息
子
の
心
に
故
郷
の
風
景

と
し
て
刻
み
込
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
が
、
う
れ
し
く
て
な
り
ま

せ
ん
。

【
筆
者
紹
介
】

　
昨
年
12
月
に
曽
根
か
ら
温
井
に

越
し
て
き
た
カ
ン
プ
レ
ー
ゼ
一
家
。

家
具
・
木
工
職
人
を
さ
れ
て
い
る

イ
タ
リ
ア
人
の
ご
主
人
・
ジ
ャ
ン
パ

ウ
ロ
さ
ん
、
翻
訳
業
を
さ
れ
て
い

る
奥
さ
ん
の
か
お
り
さ
ん
、そ
し
て
、

４
歳
に
な
る
嶺
司
君
の
三
人
家
族

で
す
。
ご
自
宅
の
家
具
も
ジ
ャ
ン
パ

ウ
ロ
さ
ん
手
作
り
の
も
の
が
多
く
、

と
て
も
素
敵
な
雰
囲
気
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
岡
山
公
民
館
）

◇
富
倉
地
区
道
祖
神
ま
つ
り

　

1
月
13
日
、
富
倉
地
区
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
『
道
祖
神
ま
つ

り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
大
雪
警
報
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
午
後
１
時
よ
り
公
民
館

役
員
と
有
志
に
よ
り
「
じ
じ
」

「
ば
ば
」
の
二
つ
が
作
ら
れ
ま
し

た
。２
時
頃
か
ら
神
事
を
行
い
、

道
祖
神
に
点
火
さ
れ
天
高
く
火

が
立
ち
上
り
ま
し
た
。
仲
條
朝

夫
公
民
館
長
か
ら
は
無
病
息
災

と
皆
さ
ま
の
健
康
を
願
う
と
と

も
に
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震

の
被
災
者
へ
お
見
舞
い
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

◇
か
ま
く
ら
の
里

　
　
　
　
　
　
　
営
業
中
！

たくさんのかまくらができました

常
盤
公
民
館
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６
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3
2
0
0
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外
様
公
民
館

℡
６
2- 
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飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
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木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
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瑞
穂
公
民
館

℡
６
5- 

2
5
0
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柳
原
公
民
館

℡
６
2- 

5
5
6
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今
年
も
か
ま
く
ら
応
援
隊
の

皆
さ
ん
が
、
20
基
を
超
え
る
か

ま
く
ら
を
造
り
、
日
々
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
2
月
29
日
㈭
ま
で
営
業
中
の

か
ま
く
ら
の
里
で
は
、
地
元
食

材
を
使
っ
た
「
の
ろ
し
鍋
」
が

大
型
か
ま
く
ら
の
中
で
楽
し
め

る
ほ
か
、
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン

グ
や
雪
上
車
体
験
な
ど
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
好
評
で
す
。

　
加
え
て
、
か
ま
く
ら
の
風
景

は
昼
と
夜
で
雰
囲
気
が
変
わ
り

ま
す
。
特
に
夕
方
の
「
か
ま
く

ら
ブ
ル
ー
」
は
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。
期
間
中
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
囲
碁
将
棋
麻
雀
卓
球

　
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
大
会（
仮
称
）

老
若
男
女
が
楽
し
め
る
大
会

時場時場

を
目
指
し
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
16
日
㈯

　
常
盤
公
民
館

■
参
加
資
格
　
常
盤
地
区
内

　
に
居
住
し
て
い
る
方
。
囲
碁

　
の
部
は
、
月
曜
囲
碁
ク
ラ
ブ

　
に
所
属
し
て
い
る
方
も
対
象

　
で
す
。

■
お
問
合
先
　
常
盤
公
民
館

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い
。

◇
令
和
6
年
太
田
地
区
団
体

                      

合
同
総
会

　

太
田
地
区
9
団
体
の
合
同

総
会
は
3
月
3
日
㈰
午
後
か

ら
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
総
会

の
前
段
で
人
権
学
習
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

◇
新
年
書
初
め
会

　

1
月
3
日
に
小
中
学
生
を

中
心
と
し
た
毎
年
恒
例
の
「
新

年
書
初
め
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

桒
原
米
子
さ
ん
指
導
の
も

と
、
ま
ず
は
学
校
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
書
初
め
の
宿
題
に
取
り

組
み
、
後
半
は
岡
山
公
民
館
か

ら
の
課
題
と
し
て
、
各
自
今
年

スタートを待つ選手たち

の
目
標
を
し
た
た
め
ま
し
た
。

　

作
品
は
岡
山
公
民
館
に
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
立
ち

寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会

　
　
　
　
　
　
　（
交
流
会
）

　
勝
負
は
さ
て
お
き
…
み
ん
な

で
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
を
最

大
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
3
月
3
日
㈰

　
【
囲
碁
の
部
・
将
棋
の
部
】

　
午
後
0
時
45
分

　
　
　
　
　
　
〜
4
時
30
分

　
【
麻
雀
の
部
】

　
午
後
0
時
30
分
〜
5
時

　
岡
山
公
民
館

※
詳
細
は
1
月
配
布
の
チ
ラ
シ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
2
月
26

　
日
㈪
ま
で
に
岡
山
公
民
館
へ

　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

時場時場
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趣　
味
・
実　
用

Ｔ
ｈｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト　

オ
メ
ー
ラ

和
本
図
譜

日
本
近
世
文
学
会

紙
の
レ
ン
ズ
が
ひ
ら
く
古
典
籍
・
絵
画
の
世
界

江
南 

和
幸

「
江
戸
の
選
挙
」
か
ら
民
主
主
義
を
考
え
る

柿
崎 

明
二

小
さ
な
会
社
の
経
理
・
人
事
・
総
務
の
仕
事
が
こ
れ
１
冊
で
し
っ
か
り
わ
か
る
本

土
屋 

裕
昭

職
場
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
の
心
理
学
１
０
０

芦
高 

勇
気

母
と
い
う
呪
縛 

娘
と
い
う
牢
獄

齊

藤 

彩

注
文
に
時
間
が
か
か
る
カ
フ
ェ

大
平 
一
枝

家
事
か
地
獄
か

稲
垣 
え
み
子

ね
ん
ね
の
お
悩
み
、
消
え
ち
ゃ
う
本

ね
ん
ね
マ
マ

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
で
ま
ち
お
こ
し

伊
達 

深
雪

女
給
の
社
会
史

篠
原 

昌
人

世
界
に
学
ぶ
自
転
車
都
市
の
つ
く
り
か
た

宮
田 

浩
介

よ　
み　
も　
の

余
白
の
迷
路

赤
川 

次
郎

父
が
し
た
こ
と

青
山 

文
平

錠
剤
Ｆ

井
上 

荒
野

小
説
ゴ
ル
フ
人
間
図
鑑

江

上 

剛

墓
じ
ま
い
ラ
プ
ソ
デ
ィ

垣
谷 

美
雨

１ 〈
Ｏ
Ｎ
Ｅ
〉

加
納 

朋
子

互
換
性
の
王
子

雫
井 

脩
介

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ラ
イ
ム

天
童 

荒
太

疼
く
ひ
と

松
井 

久
子

風
に
立
つ

柚
月 

裕
子

小
山
さ
ん
ノ
ー
ト

小
山
さ
ん
ノ
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

大　
活　
字　
本

家
族
の
シ
ナ
リ
オ　
１
〜
３

小
野
寺 

史
宜

ホ
ケ
ツ
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１
〜
４

小
野
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史
宜
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土

本
土
決
戦
と
外
国
人
強
制
労
働

長
野
県
強
制
労
働
調
査
ネ
ッ
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ワ
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ク

小
布
施
ま
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づ
く
り
の
セ
ン
ス

磯

野 

謙

文　
　
　
庫

と
な
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ナ
ー
ス
エ
イ
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知
念 

実
希
人
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飯
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社
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秋
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瑞
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柳
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富
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外
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の
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常
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太
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岡
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飯
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飯
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の
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秋
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岡
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史
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史
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史
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い
や
ま

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 3月図書館カレンダー ◇
1 金 移動図書館車④太田 ･富倉
2 土
3 日 10：30～おはなしひろば
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
9 土
10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車④太田 ･富倉
16 土
17 日 10：30～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
23 土
24 日 10：30～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車③温井 ･秋津
28 木 館内整理休館日
29 金 移動図書館車④太田 ･富倉
30 土
31 日 10：30～おはなしひろば

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

■の日は休館です

 

絵
本
で
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

※同著者で同順位の本は /で区切り、一行にまとめてあります。

貸出回数が多かった本　2023年 1 月 ～ 12 月
順位 利用回数  資　料　名  著　者　名

 汝、星のごとく  凪良 ゆう

 税金で買った本 1  ずいの

 光のとこにいてね  一穂 ミチ
 月の立つ林で  青山 美智子
 老害の人  内館 牧子
 審議官  今野 敏
 老人ホテル  原田 ひ香
 子宝船  宮部 みゆき
 おもみいたします  あさの あつこ
 あきらめません !  垣谷 美雨
 52 ヘルツのクジラたち  町田 そのこ
 # 真相をお話しします  結城 真一郎
 川のほとりに立つ者は  寺地 はるな
 魔女と過ごした七日間  東野 圭吾
 ラブカは静かに弓を持つ  安壇 美緒
 とりどりみどり  西條 奈加
 流浪の月  凪良 ゆう
 古本食堂  原田 ひ香
 よって件のごとし  宮部 みゆき
 残陽の廓 /風を紡ぐ  あさの あつこ
 この世の喜びよ  井戸川 射子
 同志少女よ、敵を撃て  逢坂 冬馬
 荒地の家族  佐藤 厚志
 木挽町のあだ討ち  永井 紗耶子
 白鳥とコウモリ  東野 圭吾
 宙ごはん  町田 そのこ
 きたきた捕物帖  宮部 みゆき
 今日はいい天気ですね。  群 ようこ
 方舟  夕木 春央
 るるぶ東京 '22  JTB パブリッシング
 神無島のウラ /渦の中へ  あさの あつこ
 ハヤブサ消防団  池井戸 潤
 君のクイズ  小川 哲
 もう別れてもいいですか  垣谷 美雨
 爆弾  呉 勝浩
 うさぎ玉ほろほろ  西條 奈加

5 22

6 21

7 20

8 19

9 18

10 17

4 23
24
27
28

年
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

発
表
！

　
２
０
２
３
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
１
年
間
に
市
立
飯
山
図

書
館
で
貸
出
回
数
が
多
か
っ
た

書
籍
を
発
表
し
ま
す
。
本
屋
大

賞
な
ど
各
文
学
賞
を
受
賞
ま

た
は
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
作
品

や
、
他
に
も
人
気
作
家
の
作
品

が
勢
ぞ
ろ
い
！
ま
た
今
回
は
、

図
書
館
司
書
の
仕
事
内
容
が

よ
く
分
か
る
マ
ン
ガ
『
税
金
で

買
っ
た
本
』
も
第
２
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
貸
出
中
で
も
予
約
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
ご
用
意
で
き
た

時
点
で
ご
連
絡
し
ま
す
。
ま
だ

読
ん
で
い
な
い
作
品
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

２
０
２
３

 手すり付きのベンチを見たことはあるでしょうか。これはホームレスなど、野宿をせざるを
得ない人たちを排除するためのものです。本書は 11人の専門家たちが、特定の人達を排除
や差別することについて論考しています。
 シングルマザー、ホームレス等いわゆる社会的弱者を、「努力が足りない。自己責任だ」と
断じる人がいます。しかし、いつ自分が排除され、社会のセーフティネットからこぼれ落ち
るかなんて分かりません。寛容な社会であってほしいと願います。

 手すり付きのベンチを見たことはあるでしょうか。これはホームレスなど、野宿をせざるを

旬の本☆話題の本☆意外な本

年初に『本の福袋』をお借りになった皆さま、
〝あたりくじ〟をお持ちではありませんか？
まだ景品と交換されていない方は２月末までに
図書館のカウンターまでお持ちください。

◀ 『あたり』が入って
いた方は、景品を選ん
でいただけます。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
本
を
棚

に
並
べ
る
前
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
本
の
汚
れ
な
ど
を
拭

く
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
バ
ー
コ
ー

ド
貼
り
を
し
て
い
た
だ
き
、
司

書
が
透
明
な
カ
バ
ー
フ
ィ
ル
ム

を
掛
け
て
か
ら
、
飯
山
図
書

館
の
所
蔵
本
と
し
て
登
録
し

ま
す
。
一
冊
ず
つ
カ
バ
ー
フ
ィ

ル
ム
を
掛
け
る
の
は
大
変
で
す

が
、
本
が
傷
み
に
く
く
な
る
の

で
非
常
に
重
要
な
作
業
で
す
。

　

長
野
県
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、

飯
山
市
と
栄
村
の
小
中

学
校
か
ら
47
作
品
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
長

野
県
図
書
館
協
会
飯

水
支
部
の
審
査
会
に
て

選
ば
れ
た
25
作
品
を
、

長
野
県
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
審
査
に
応
募

し
た
結
果
、
次
の
通
り

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
小
学
校
低
学
年
３
類
】

清
水 

凪
（
常
盤
小
１
年
）

【
小
学
校
低
学
年
２
類
】

飯
塚 

悠
仁
（
常
盤
小
２
年
）

【
小
学
校
中
学
年
２
類
】

【
小
学
校
中
学
年
３
類
】

村
山 

圭
弥
（
秋
津
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
３
類
】

丸
山 

こ
こ
ろ
（
泉
台
小
５
年
）

【
中
学
校
１
類
】

鈴
木 

綺
夏
（
栄
中
１
年
）

☆
銀
賞
☆

☆
銅
賞
☆

第 46回　長野県読書感想文コンクール
飯水支部　受賞者

〈
敬
称
略
〉

【
小
学
校
中
学
年
１
類
】

田
中 

蓮
花
（
常
盤
小
４
年
）

【
小
学
校
中
学
年
２
類
】

青
木 

聡
磨
（
秋
津
小
３
年
）

倉
科 

樹
（
秋
津
小
３
年
）

清
水

飯
塚

村
山

丸
山

鈴
木 ☆

銀
賞
☆

☆
銅
賞
☆

田
中

青
木

倉
科

受賞おめでとうございます！

阿
部 

莉
歩
（
常
盤
小
３
年
）

【
中
学
校
３
類
】

林 

優
里
奈
（
城
北
中
１
年
）

『あの公園のベンチには、なぜ仕切りがあるのか？』
知らぬ間に忍び寄る排除と差別の構造

森 達也 /編著
論創社

らいぶらり
ブックレビュー

▲よれないように慎重に
フィルムを掛けます

いた方は、景品を選ん
でいただけます。
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